普請 中 



木が I ダ 



の 長い 着物 式の 上衣の 胸から、 剌繡 をした 白い バチス 

トが 見えて いる。 ジュ ポンも 同じ 鼠色で ある。 手に は 

， 一 う. IP りが さ 

ゥ オランの ついた、 おもちゃの ような 蝙蝠傘 を 持って 

いる。 渡 辺 は 無意識に 微笑 を よそおって ソファから 起 

き あがって、 葉巻 を 灰皿に 投げた。 女 は、 附 いて 来て 

戸口に 立ち どまって いる 給仕 を ちょっと 見返って、 そ 

の 目 を 渡 辺に 移した。 ブリュネ ットの 女の、 褐色の、 

大きい 目で ある。 この 目 は 昔 たびたび 見た ことの ある 

目で ある。 しかし その ふちに ある、 指の 幅 ほどな 紫が 

かさ 

かった 濃い 暈 は、 昔なかった ので ある。 

「長く 待たせて」 



ドイツ語 である。 ぞんざいな ことばと 不吊 合いに、 

傘 を 左の 手に 持ち かえて、 おうように 手袋に 包んだ 右 

の 手の指 さき を さしのべた。 渡 辺 は、 女が 給仕の 前で 

芝居 をす るな と 思いながら、 丁寧に その 指さき をつ ま 

んだ。 そして 給仕に こういった。 

「食事の いいと き はそう い つ て くれ」 

給仕 は 引っ込んだ。 

女 は 傘 を 無造作に ソファの 上に 投げて、 さも 疲れた 

りよ-つ ひじ 

ように ソファへ 腰 を 落して、 卓に 両肘 をつ いて、 だ 

まって 渡 辺の 顔 を 見て いる。 渡 辺 は 卓の そばへ 椅子 を 

引き寄せて すわった。 しばらくして 女が いった。 



「それだけ では あるまい」 

「そり や あ、 二人き りで 旅 をす るので す もの。 まるつ 

きりなしと いう わけに はいきません わ」 

「知れた こと さ。 そこで 東京へ も 連れて来 ている のか 

い」 

あたごやま 

「ええ。 一し よに 愛宕山に 泊まって いるの」 

「よく 放して 出すな あ」 

「伴奏させる の は 歌 だけな の」 Begleiten という こと 

ば を 使った ので ある。 伴奏 ともなれば 同行と もなる。 

「銀座で あなたに お 目に かかった といったら、 是非お 

目に かかりたい というの」 



いまし ようか。 あなた 官吏でしょう」 

「うむ。 官吏 だ」 

「お 行儀が よくって」 

「おそろし くいい。 本当の フィリス テルに なりすまし 

ている。 きょうの 晚飯 だけが 破格な の だ」 

「ありがた いわ」 さっきから 幾つかの ボタン を はずし 

ていた 手袋 をぬ いで、 卓越し に 右の 平手 を 出す ので あ 

まじめ 

る。 渡 辺 は 真面目に その 手 をし つか リ 握った。 手 は 冷 

< ま 

たい。 そして その 冷たい 手が 離れずに いて、 暈ので き 

たために 一倍 大きくな つたよう な 目が、 じっと 渡 辺の 

顔に 注がれた。 



「キス をして 上げても よく つ て」 

渡 辺 は わざとら しく 顔をしかめた。 「ここ は 日本 だ」 

たたかずに 戸 を あけて、 給仕が 出て 来た。 

「 お 食事が よろし ゆう ございます」 

「ここ は 日本 だ」 と 繰り返しながら 渡 辺 はたって、 女 

を 食卓の ある 室へ 案内した。 ちょうど 電燈が ぱっとつ 

いた。 

女 は あたり を 見廻して、 食卓の 向う側に すわりな が 

ら、 「シャン ブル. セパ レエ」 と笑談 のよう な 調子で 

いって、 渡 辺が どんな 顔 をす るかと 思う らしく、 背 伸 

び をしての ぞいて みた。 盛 花の 籠が 邪魔になる ので あ 



る。 女 は笑談 のように いおうと 心に 思った のが、 はか 

らずも 真面目に 声に 出た ので、 くやし いような 心 持が 

した。 

渡 辺 はす わった ままに、 シャン バニエの 杯 を 盛 花よ 

リ 高く あげて、 はっきりした 声で いった。 

コ ジン ス キイ ゾル レエ ベン 

〃Kosinski soil letien ！" 

凝り固まつ たような 微笑 を 顔に 見せて、 黙って シャ 

ン バニエの 杯 を あげた 女の手 は、 人に は 知れぬ ほど 

顫 つていた。 
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